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善： Fjb ミ > 麵麵で 2,6kA/y、 鑛暫ス尹: y レス鍋加熱 
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加熱]イ . ホお:？ブレ-«卜 

コイんに電蕭を流すと磁力線が発をします。 
こ 巧鶴力撮の中に骗 I を麗く.と謂!に5ず霞ミ靑 
が発生し、顔の電気お筑;にぶつ C 鍋国体だ 
発熱しすず。 


參さ知ま5尾を™麗こ焼蒂上げ。 26cm (1 0インチ） 
藏ピザも孰ごと燒け覆。 

参おいしく焼けで手間い毎ず r 氷なし曾®]爾觀燒き j 。 
•気にな嶺變，におい舉カット r 縣1韻襄機能村 J 。 
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•幫動調理終了轉 
を安登機能が®] 
いたとをなどに 
音，黄でお知島だ C 
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肇鑛薦鑛靈をタイレク b 
に舞黯養光おンす™に, 
® 感度我一お n ず张蕃; 
;磯駕も^!殺1 S 0- ! 

糸う30なをを溫蘆譜を; 
:;; す!黨帶在镶穀な：：：：：；； 



廢訊イタ璧謬 I 滯毅 6 異沪:な哪 


參咨部のなまえ*操作バネル、が属蟲"，•，""‘ 

礫！]屈クッキン';?ヒ-~夕…での調理の手順…- 
審使える銅などを準備する…"。…"…"。"。…"…" 
參知っておいていただ患たいこと………"。 
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曇を*ち‘中央と"™夕™で調題をずる 

、悚でる、煮る、蒸ず、焼く、炒玻覆、漏玻る。 
雜荒，右ヒ…勢…で調理蓉ず遗 


S ばる‘ 
傑遍。 




爾還ヴィン) 炒坡ちの • ス X ™"キ’ 

馨左 < 若ヒ…夕™で障颤調理をする 
<旨動雜飯。… 

，曽動湯わかし . 

禱中获とーターで驅理をずる 
t 煮送お*保湿"’ 

馨才 -- ブンで n 理卷ずる 

-調疆趕ずる前に . 

’ 謂1選巧ポイン h 〜 

* 圉動龍|疆を:ず 

，手動® h ™ ス h ，魚焼を調躍をす覆…" 

* 手動©才™ブン調 I 望をずる""…………"… 

C 3 J "U ^ イ -、 9 K """ aiCe 9"9 l """ e 9" a 9 C ""9""9" 

春便利に使ミ 

，左，ち•中央と™夕…でタイマ"*"*を使う， 

-操作を □ ジクずる 

曲ホ マ、 ゴた思を古/もや 号貢ごた脚 F , 

、控ド a の留製跋ぶ' I 黑さ隱し’ 

，^□ディ™をブザ~に切り醫える"""""， 
-レンジつ™ドつアン連載]システムを懐う 
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馨ゎす乂1 t . . . 

雜故麗かなと屬った S * 
雜乂为の圈安について‘ 
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!课認とアつ夕™ヴ™ビス • 
!33審様ご相談窓口。 
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炒壞％襟卷或窮串;®;;; 

：：：：：：：：：讓懲叢船;;幽丈微11雜; 

卜户 .: 共.こ .手:...:.:声.:与:.:.1.;.:. ぶこ午 . j . j . 

............ .S ••- .......... 

鐵^^ず熬を模舞]レで V 

；；；；：：；；；；綺賴霜糸お;複;織藏额;勞;;; 


::::::::::嗦、适自过结整較潔!寄挺お ; iii 
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巧 S 13 規端 K 説孤弘船 
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左と " ~~ 夕 ^ (!hi:3,0kW) 


5铁•ステンレス a.okw 


吸*排気かも™— 

‘(中に排気口が龜りまず。 ] 

h ップブレ ™ h *■ ■ 

光おンサ--- 

む';^™ク （ 4 鐘郵 n ‘ 

置の不菌蓝なちが、 ... 
鍋をヒ夕"™び J 中 
央に a くたあの旨 
安で'ま'。 

ず™ブンと™夕〜 

S 触^ 3 ^ 

-觀!聽 

繫 SE - 

才 ™ プン KF — 
とつて- 


X ^ lX 00009 moaa 

(! H ： L6kW ) 




i 禪固包因回罔田 


吞と ™"" 勢 ™™ (!H:3<0kW) 


獄。スタンレス 2.0いぶ 
アル三ミ•銅 2.6 kVV 


•離*排氛お K ™ 

C 中に聰気己が遠沿まず。） 

ノブレ™ h 9 ク 



Kji = l-K 

—三っつ 


•才 ™JZJ 

才…ブンドア’潭砸，焼網は外して洗えをす 


H み • R40 、 41 J 


送信難!^^左ヒ~夕~表承 


::: ® 货舅り0,00那ミぶ庸這砂を姐;さお申ミ 
：;：蛋麵^觸蹈强 D 。 幻〇が為がし巧蛮巧"モ i;i ill ] さ 


中臾 b "™ 梦…"表示 


;レンジッ《"ドつアン選動シスすム用違信離でず。 


を寶…"裹お選禱碧資^ 


::: お S 閲閒溫 


巧扳•な00餐為が廣; 

皂 Q Ou 呈ぶみ 


造と ™ 夕 ™ 操作部 


•'^…-ク巧箇所）質巧不旨をお方を g 安です，， 


左_ じ _ j j - ***** WHVH 

操作部 


PJB-25, 


!H 亡 ™ 夕 ™® r 火为 j rii 理二 
® 設患電ス少 ™h* 切營行い素皆。 

猿火力、メニ:!™、運觀試態などを表おし或す。 

猿乂力、兴ニュ…など麗定穫•，齡 n り被蝴内に疆屬をスタ… h し 
為:いと、發定は歌り消さむまず。 


i 屋骚强 I 醒强げ窃说1,;盛地し巧逛お-辛:;!展蟲お 


お技™夕™操作部 


.ミ： R 47.48 ^ 



































































































































(.• 著 : • P.QO 1 は皂な説明の超るベ *- ジです。 



懐爲するとき!ま、 
扉®巧臾。ミ宗 
マ™ク部）を挿 

しこぐ r とで_こ -。 'C 


前疆操作パネ 
んの關放睹 


な品!^…ふ。.，山:。.，叶巧 

强収無ずるとをを扉の中央じ;ミミ;マ…ク龍う 
を神して <;だない。 




舍聚ぷ 5 鍋 （ 1 値 ! ）揚げる巧謡鹽をするとをに使いまぞ。 


妙ををの、煮をの、濡わかしなどに使用ずると、天ぷ 
毎錦がを巧たり、トッププレ… h が靈色するおそれ 
が起 D まず。 


部謂®祭換*造加鱗入 

鑑:轟:::導:!:!;;;;;!!;;;;;!;;; 

離!;!絕!.韻;!;量!!!.:;;;;;!;;;;;;!;;;;;;;善 

焼鞭じ肖-捐部品'.1 

T 917323 i 

5 S.M (策猜部品:！ 

] 送34353 \ 

…… 

1 天ぷ每鍋 

KHT-NSa 1 


がの販売店またな「ご相談窓引にご捐談ください。 (#P,63 


著™ブン表示 標館 □ ック表示 

誇闊表示 








み瓶度養がぶ巧链，巧トースト 
巧臟纖を没ピザ養 




議鍊 hi ! H i 打わ强卜; 

. 、.おず锐狮 L -- 


联源:::;密 S 滋まを載 

^觀媛賺驟 

jilg ^ jpg ^ 


® S 照報 r 


を，なも i 富を！^ 
巧ッが靡弘 r 

を減!^腊夏妄鄰资控 


載源®入*切齊行 I 巧す。 

幾電源を入れてスタ…卜させずに約 3 Q 分間 
啟置すると富載的に霞源が切れます。 


レンジつ™ド潑操炸奪巧 U 素す<4 

/遵動システム詔応レンジフ…ドフアン S 
1 をご使用 ® 場含 / i ! 


讀黃が f ド奪麗を直しまず。 
醫聖®變聖帮消窗幕 Ly 蒸す c 


才™ブ>操作部 


P ぶ 6' —34 害 


す™プン® r 火为 j rii 理^二 :！™ j r タイ" 7™ j ® 
設寇、才 ™ ブン狼®讚スタ™ h * 魏惠巧 U 素す。 

潑父力、メニュ…、疆詰线態などを表贵し莱す。 

猿火力、ニュ…など設定撥、雜 . 3 分じ i 内に通屬をスタ…卜しないと、 
設定は縣〇消されまず。 


全て®操作を□ックし繫す。 

® □ ックの設恵’解驗はボタンを錦3超) 
閣轉しまず。 

镶設定内霉操電顯を切っでち記憶し 
でい泉ず。 


ホ--ブン 0 ) 靡内蕃ク 1 )-- ニン 

. 3 »y } p « hJ ^ , _ w ~ 

夕し蒸す。 作;:: .^ 41 j 

幾ク U …ニング巧とをは、巍網、變瞄を 
外して<ださい。 


當部巧な衷完 • 操作。 A 若如"お屬歸 


5 



















































































































































































この機器!ま…颤寒庭渾でず。襲務遇にはお懐いにな 5 ないでくだをい。 


お嫂いにな茜人も樣かの人へ®危誓、尉麗への攫馨を未然に踞止ずるた敏、お守りいただくことを、次 
巧ぶうに説明しでい萊す。燕た、本艾中の注意事項についでをぶくお読みのうえ、瓦しくお使いください。 


■ ^T ir ^\ t "— ご車背舉了碧1分 
^inrM CfMT \ /J \ / ミ过^ 

表を內藝卷無視して誤った使いかた奪したと芝に生じ凉滝害濟攫靈の疆廬巷、;次の表示で区がし、説明し 
ていまず。 



この表をの觀!ま、 r 葬亡:苯た 
は重籍を貪ろ猜験が差し遣暑 j 
巧蓉でず。 



この表を巧欄は、 r 死！::また 
は重傷巷寶5ことが想定をむ 
惡」巧蓉です。 


A: 


この表示の欄!ま、 r 傷害を寶5こ 
とが懇寇をれるか、また!ま物的攫 
叢巧発生が想定され遗」内寫でず. 


しで i まいけない["禁止]巧霄でず。 


案巧しなけれがな S ない r 指示 」内容 
でず。 




妓默韻原因!::舞質靈聲 


恶韻强 

voqpOTf が巧げ巧も夕^ 


.# S %. 改造惊しない 

1 %1修理技術蕃换外の人掠分®した:資、修理黨污括絲い 
修遲はお買い上げ巧販売店また!さ「ご相談廳口」 G 哉强群に 
分解禁 it ご相談ください。 


:.〇な.. 


い*， ViU *’*，* ww * か '•••',' 

おぞおで。巧:::•'■く 
心 ; 、 s^^<cc.’..-’'.'.’’. ■•:■:• 


<A\ 


誠歡 


驗號鑛隠圏提隸鬟票赏。 
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^AjSSSSj ぶ xnS ぶ巧た B Mw^w を 9 ^E 

麵閱鑛と憲 s 


鑽プ 5 グ綠；□ンおン h 絕藥熏で1/つ 
か曰薰 UM 3 

潜プ苗ジ©須节刃©驟付部好に標こ 
D が衍驚しでい斋塌替綠ぶく撼 C 


%"? ™ スを確棄に取 b 树け覆 

ア*-乂の取りがけは。電気王辜唐または 
販売庭にご相談ください。 


ア…ス擦を養窺をぶ 


鑛つ™ドを傷つけたり、加て b たり、 
韶 S に薇げた D 、 引っ張ったり、描 
じった D 、た强‘持た D 、高灑部に近 
づけた tK 靈いも硬蒂 ® 趕た D J ま 
をみ茲知だ db な U 
翁霞源コ™ h ' 带ブ琴ジが傷知等いた D 、 
コンをン h 敬靈し娃みが浓るいと 
蒂樣使婿しない 

參锭わた爭でプ哥ヴの讓责違しをしない 






































































































雜が淡*感電*!丈碳 * 暫!索装鱗騷 S 援線！3繁賞 C 

JL^S^ M が C |&2 jjffpfru ™g^BMjgggg さ hAj 

t 擺け ti 巧 iW 理率!ま 


.旗:桃:論 

公’’か、 ，く‘: 




，社属巧方ぶ5ま胃 i が坤を便策ずると謡費謂節碟龍が互しく轟：]かないこ 
とが逢巧、乂災の原固となりまず。 

•、 . ■•■1 irr * .- i - i - i - i -. .*..、‘ i - i - •、-1-.■>■，■.、■. ,•. 

:::：, . y ；： ：：：：：；.： 

•. . •，| l < . *•,，> ■ * *1, .1 *■*，..，*■.，!■*.*■ ,，，.,•. .—I 



:;国は SOC 貸 C22 日巧し）•、-另3日基 vaSOriiL； 巧觀励で謁肆してく:だ 
さい：調が遭コたじ迎驚がみないと、狼が過熱され驚がずるおそれが 
藍り’某'す。’或た適驚お滲す堂るとIあるれて辑ゴどを火ぶの原因にな 
じ;沫ず。 


ミを毒300 g V 、 _ ..-' 油重 I - jOG 再' 

1 


殖疊2[.の這 

嶺，蚁给をの’焼ををのなど油を使5料 
運をするとき■もそがを離れないで 
<だたい。また1週熱ないように 
义力を調節して'くだをい。 


響 



も趣が;:. P - 1 这 1 ; 


•が 



11麗率螺 


jpffl pM ぶ iw sSSS ^8 ®k 3£8I wMSMa 、 j y-^jcjy 巧 ,•ぶ " 

fg 幫 EQ f S 騒も鑑諮運^ 補题 

S 媒ぞぞ \ 度!報み^® T ^/ 目瓣ぞおを狱 


馨 


#* レー、游を許など幕煮た D 温辕た D 
す覆とを段火力卷 ii 跋にし、とを芝を 
かき遷ぜる 

童罔齒にミ蓝殿したみそやカレ""巧ん…など煎晶まる 
と突然みを七げたり..鍋が瞒ね-とがることが S D 、 
やけど令トツ:/ブレートが割むるおザ:： n がありまず。 


參使構中を使暖纔し膝 S く强 h ジ 
ブブレや才》»^ブンド7猿ぶ 
規擊内など®高蕴部に触れ苗 : U 
馨鑑•鍋®とってなど©高ミ蟲部 
に錦れない 


S 田 SQR な 099»OH を jQSiQk 百 か—*^ 

;i つ 奶 t 强 

S ザグ もダ S W づグ oodboH をちタザ 



鑛トッププ h ® 上に乗った0、體憲聽としたり、衡擊憲加えない 

ち…ひ巧が入ったぶ割れた場をは、電； i と専馬ブし'…力…を切こて使用を中止し、すぐに修摆を拉賴しでください。 
參トッブプレ™ MD 上に鍋、をか知、:7号イバンな:ど@調理器翼據外 0) を巧、猿ぶな力おジ h 
コン区，东1ンベなと’球置かな U 
馨トジブ： 7 b ™ h < D ± に離藏麗かな U 
で記の鞠は得に注意してくだをい。 

- 巧鱗鞠や弓 i 火鞠（ふ巧ん • 觸 ' アルミホィん - 油など ^ 


…踞••名^^尚。 

j £ JB 2 tb « B M b . 

ダ巧产^が巧がちちが f * 



審驅 • 排気九 A ’™ 帶ず竞闘にピン谭 it 
龜など 0) 異物を入れ為:い 
雜駿。賀扇□に擴霉入む為 : U 
馨吸-辭気□に水為:怒霉入 ri 黏い 
參子供なと'駿 t ) 聽いに不 I 質れ感方だはで 
使潘させた0、乳魏児に麵れさ培ない 
馨为"™ X ン據公®苟燃薇®近くで使撰 
しな 

參本体に：? K などをがけ强い 


い心 ‘ 、、、、、、 * 九 •‘ 、化、化 • が ‘*‘ 、、、、化 *‘ 、、、化、 * 九化、 *‘ 、 * 九、化 *‘、、、、^^^ 


i ®? £33 免か目端 
jfirafflgp 

* T>^*y n - vn 8& 

鑛使婿犧な電源黎切專 
使わないときは..前顧操作パ名ルを 
胃胃’収擁しで電源を切ってください。 

‘ WW “ 厦難す在巧とをは尊质ブレーカ--を 

通ごで < ださい。 





安全上®ご注意 
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觀羅 P 濟猜 w 

也臟婿ぺ ™ スタ ™ 力 ™ 賓 © 使い © 窥ま、 ^ が & を％ . 調理说斜の顯戀こ使强し趕^い 

本製晶©ご®構に褒たって医師とよ fX I 

<相談す養 \ 

本製 S 巧勤作がベ…'ス力叫こ影響を 
与えるごとがあります。 


題牢 Clili 寧）*體麗纔據 

ぉ;を:鑛錫掠不安定な状態で德用しない 
聲 i 馨麵をでに纖帮シ ™ を敷かない 
%_; y 曝笠諸が Fjb ミ製審器が矜ク（うど知等が乂っ 
た簡馨容器）、レトルトバック(の U ミ f 茵黎使類 
しでいる；的ク）、: F 北ミ f 資怒ど、鍋な1别诞をの 
を麗かない 

スブ…■ンなどの金麗製か鞠を麗かない。 

誤って加熱した場を、乂泼や薇裂してやけど-けが 
の原因となりをず。 

鑛葱ちかじ辕加熱したミ蛮で攝げもの湿鷹つント 
□…儿•據薇わない 

提げち巧遍盧つント[つ叫レが压しく働がず、異背過 
熱することがあり京す。 

鑛本搔前ちに鑛巷霞かない 
參空だ违常减變驗上に捕熱繁し强い 
鍋底巧薄いも®、反っているつうィパンや銅は強火 
で予熟す蟲と赤熱したり変形するおそれが寂 n 蒂ず。 
空だき•など異靖;し高適になった場含、卜、ッツプレ… 
卜が変包することが敬ります。 

翁火気卷近づけ為:い 

® OS 。緋気袁パ™を凉をいだり 、 離，排気然パ™ 
讨近に手、顯、鑛©とってを遮づけない 
® h ッブプレ™卜の±觀操作パ為レの上に、熱 
い麵な怒奪隱がな U 

m b ッブプレ™ h ® 上に窗接篇材蔡麗いで11理 
しな:い ^ 

學韻撥中球本棘か每難むない 


A 馨揚げもの調理中!ま、飛 L ぞ散覆細こ運窺ず覆 

鑛少量®油を入れで予熱す覆とを韓谭熱の難で 
油聲入れ荀と寒!ま顯熱しな L はうに注憲す覆 
発 X のおそれがあります。 

馨ミ蜜煙が多 <mrc S 電源巷切讀 


君--つ：/體屬串 k 

馨才》«ブン使熙中に調 
1111 理驗が発煙，発火し 
た禱含!ま、次敬手顚 
でミ肖炎ずる 



謀(空気が入 D 、 炎が 
大法くなります。；） 


穀荆霞 
a ) 電源を切る 
(を 吸。排気カバ™全体 
を據れたタオ jU でふ 
さぐ 

深このと更ぶーブンド ; F 
の厲麗から頸びおます。 

赁)専獨ブレ™™方"""を切る 

潘才…ぶソドアけ1ラス惡） 
に氷をがけなし\，（ガ^^ 
スが聲れまず。； 



y MH _jRiim. S な— ‘： 

V ^Sboii? ぷ 气产 TS 3 口巧产 

I 源子人 4 U 讓 I 

I 器手入れ谦燕聲謂源を^ 

I ^裴本体がをえてから I 
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確化變 * 歷匿。跋靡 * 皆躁装朔讓勵之難勢讓乐 


田基 B ，か* ぶ^おお8 »«#«巧^を A 〜を' 

薄胃 "^^ 德 ! 露頗 S 嶺 C を 

鑛使鷄中を德用後は才™ブンド: F げ 
i %. I 琴ス）に永をがけ媛い 

\.. 高遍になっているとごろに水をかける 

と割巧るおそれがあドほも 

裳す-^プン巧^卷轉っで勢いよく引を 
出したり、持ち上げ招:おち弓皆搜した 
り薰た著…'ブンド： F 常レ 》- JL / に上が 
受強い力審加灵た 5 ぶ 5 ^^が寶為：い 

才*-ブンドアや受邸、焼鋼などが落下 
しで、やけど令けがをしたり、破損の原 
匿となりをず。 


翁少量®圆禮麵卷農時簡調理しない 

発逕，凳がするおそれがおり東ず。 

傷甄 in に賠水な1外礙も® (锡识爆乃レ S ホイ J い 
クッ韦■ンタ S /™ h 。才™™ブンシ ™ ~h •ジ U jb 用 
® 石）な茫憲入むで懊瑶しない 

驅が過熱し、発麗 • 発火するおそれや自動謡理がう 
すくで寺なし、 1 こと。、おり五与。 

眷簡じ蠢蟲を繰 D 遐し調 S しない 

発煙‘発乂するおそれが©ります。 


響 


響镶類中释使羯體掠、ず™ブンドア、 
鑛鑛、受 nn 、 レ"""* j レ i ま簡!通!^怒つ 
で U 覆®で、 JJ 爭入: n 奪ず覆と憂 
I ま卡分;令裘でい覆こと餐磯認1/で 
かち行ラ 


善す…"ブン ® 靡內带レ™ル • がレ勢™解 霸弧 檢も 
魚な吏‘獄脂がた蓮6苗:いぶ5縷彈锻都麗婦 
諭し、定顯的に穀手入れ題ず覆 
続けで使违するときは•、受週にた京った脂を皆て、 
巧かをきれいに蓄として < ださい。 


‘:こ货巧が巧巧が巧巧猫货‘- 
巧::巧ろ:巧巧照巧:巧巧か 

■. , ''' ,，*■< ，*，*%■*，八 ％，*■*，*，*• 

W が：が：:が：:巧::ろ：规 * 
‘なだ：，•，，，，が：::筑巧、… 

•‘，‘，ぶ：……：另媒：::拍 
ザ:ぞ視ささ碑:=:^が：： 

* ::お:::が筑，か:ぶ说巧:；::か 
:说;:紀说颗拍说说；说 


® h ジプブ U ™ 卜韻上で、 I !阵ジザ™觀11器謀 
ど霞磁講馨加熱®調理機器を使わない 

廢す;憑にぶり本襲 S が潮寧する原国となります。 

鑛丰节ビ若ツ h (恭你蟲を，で側）に調陈轉，濤 
謠なピ卷麗かな U 

本体か日巧排熱により，調转幫•食蟲などの変質の原圈となり苯す'。 

雜調歷操带バ本 Jb に驚汁なと'を付けを蒸繁収銷しない 

煮汁などが齒まって前蟲撰作 j W りレが離むなくなる 
おそれがあります。 

雜 P 蟲•排気□に水な若をこ感さないぶ弓注意ず茜 
丰中ビ本ツト阳古がなどが審ちる原 a になり苯ず。 

雜プレー h 9 クを誦鷹でこずった D 、 ブレ … h 
9クに熱い麵を S かない 

ステンレス巧儘朽立-変哲の原図とな D まず。 

馨 h ジブブレ〜小®上に麵のなた带受艦、パ〜ベ车ュ°™ 
用脊东ジ h プ用®鉄飯為:どを B : がない 

と…夕…^が入ると加熱さわ、火災、故障の愚菌となります。 

® 酸®強い篇轟がついた壞昔摄すな3诘と覆 
ジャム、レちン汁 • 嶺を使った讀詔などを放霞すると、 
トツでブレ… k プレ…"卜つクが変语ずる原壁となり穿ず。 

參左*を•中與 t ™ 夕 ™ 綠鶴为線が出でい蕾乾:热、 
戀気に鑛いを®卷近づけな U 

* ラジオ•テレビ•補輕器など離音勒祟蟹となり莱す） 

* 丰节ツシュカ…ド•磁気す…ブ‘胃®改も用唐潮 
券など（記憶が消える原因となじまず） 



善±誦常お号ぶ鍋、直火擢麓、焼费器協使わ疑い 

々「「觀 f 邸!または IBIMI が、 H で使える J 
と表示し‘ごいる±調帝ガラス鍋、直火居魚焼さ器^ 
などでも影状にぶってはクッ中ングじ/-夕一が^ 
故障したり鑑が割れたりずる場合があり束すの^ 
で懐わないでください。 I 

鑛を IS ® 選識調禮器方 i 卜嗦懷わな1/^ I 

安を議能が立しく®かない原因となります。 ^ 

幾方瓦义製®撮1犬の百ので、トップブレ-… h ® 上に^ 
巧だて、そ巧上で調理をすることでトップブレー^ 
卜巧;ちれを駆ぐむ巧です。 I 

鑛ピ j レ h インホ™ブンレンジと禮燕蟲わ枯で^ 
使麗の蠕替、す^ブン^ア觀とっで獲騷麗に^ 

': そ :^ ずス ミ 

/±M 9 4) ミ; 

才 ー ツンレンジの排気で才ーゴンドアのとってが I 
熱くなる場をすがおりまも巫丑クッキング t …夕 … i 
を使っていなくてわ、才…ブンレンジを使 5 と吸 -I 
排気力 v --- 部が熱くなる塌含が苗ります。 ^ 

鑛 J : 聽操裤バ泰 jU に水為;どをこ漂したり、なべ! 
廳が触れたりすると誤動带ず寒ことが嚴る i 

すぐに取り隙いてください。臀り薛いた直後は丰 ""I 
操作を受けが 0 •ないことが起り果す。 5 戟ほど待っ^ 
てか 5 撰作してください。 ^ 

儀靈集{ゴ卑ブ U など）が製品郎こ優入す讀と! 
談隱®原國と縣覆適取な麗境下でご霞梁ください。^ 


安黨上®ご證蠢 
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i 促ご恩 

顆1眾 /im 

轟 I . 聲 .]J 

I ： げも觸震つント CM け 
留 I 、 fe し毎 J 

1领遮巧イン） ; 

I (帮をを.® (皆をを ) J 

I i 角遮巧イ:； 
醫 i ステ™丰（焼 <) ； 


»突^ 


铅 




;\ と--… 

： ；：■ V ：： ■ ： ■ 


難霞が單巧置淫が12〜26帥！ 
の謂、やかん V 乃がジなど i 

i I - 一 mn り wnr 

I アん互‘銅離な鍋直が平ら 
i で直経が15〜2阮巧の 鍋 ，. 
しやかん、7ライパンなど 一, 

f 中央 b™ 夕 … ^ 

!錦底が竿&で直淫が12〜 

I 20〇のの麵など 

r .# pj 2-13 j P ： 

顯げち CD 眩迸ず巧屬 i 
の天ぷ 5 鍋を使う P; 

f 雌 . Ri2n ぉ 


湿サイ^に張避ず 
r ；¥ Ri 2 j に記載のつ 
芳イパンを使う 


材料を錫な 
矣に入れ、 

中央に霞く 



煮をみ 


W ] 

-.-. ィ於八^.-.; 


手動® K - ス hli 壁！； 
手動©才"》ブン調選！ 
手動®魚燒を調理 i = 


著 ™ ゾ^; 




自動ミ覇接か u 


賣動炊飯 


藏1 


1 魚燒き寶醫調理 n 
| 才 ™ ブン自動調摆 h 


I i 鍋底が平らで直径が i 
M 12 〜这 Ocm® 麵など i 

U いお .P.12’U 

. \ 

II 駿型の高强お町 I 椅舞を繞網 

11の^ 处を钱 I 隊断に載せ覆 

U 鍋底が平らで置径が i 

ip 5〜のむ n 犀題辞ぶ J 招楷を麵强 

K . 端；'鹿!呈 JJ 瓶どに入れ、 

M 鍋底が平毎で直径が IF ヒこミこ 9 
I I ! 資〜 2Qcm® 銅など i 巧與 i し膚 

. M '. !二遺互4呈 ！ j 

N 器带型の轟さ!ま 4 Gm i 縣料蚕繞纖 

U 於で 幕背お n 讚"に載せ覆 


蒂装た•敦ミぶ;•ミ致ぷ媒簽男ぎ ^ 1 右ヒ™"夕™™でを7^ル S •銅鑛掠使え或お-/ V 。 

•.，*，*，八，*■が*、，*■が*，*、*、，*•*，*、*，*,八，*•が," 


麵师ち側機 


覆 香 kH 
で惡ず V 跋跋 I 
曠煮蒸焼炒遍 I 
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がクツ丰； V 夕と-™-夕！で©調選 Q 手順 
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間に'尸ルごや飼を 
はさんでいるタイ 
-プ{擺瓦がつかない) 


帮に饋をはさ/。でい！^間にはさんでいる巧賞で、 
る夕-イブ(磁石が>〇 !リ乂力が変ね0ます 


でん草~鑑 


軽いちのな i 
効が弱くな i 

〇 むぉす a 廣理 i 
瑚と奇わせて i 
約 Ik 再お,お 
で按用してく; 
だごい ） i 


推鷄フライパン 

品名：：巧イパン(7圓つッ葉加 占 型式 


泣^!^^^^^ 

居^^ 


i 戀1閒;または趨盾剛 K 1 材のつぅイパン，難および霊さ約—!！<實 
な止のアんミ '飼つ可イ j じ巧、なのもび)を演违して <ださい。 

嶺底の径が1 6-26 cm . 底翊學さ'1ぶ巧讯な Lt 巧ちの 
瑶底が平らなもの（底の凹ご（反り带輔）1ののな下） 

上記封がのわのを使用すると予熱に醉間ががかったり、つ 
ライバン•鑛巧温度が適温にならず通電靖停たする場をがあ 
ります。そ巧塌をは i 卜-ぉ…*夕…*で使える鋼がど乃がお殖か 
が<ださい。おヒ…夕…で使える鋼の場含は手勤で調體に 
寂つたンこ巧な:盧追して < たさし、 


_1-:記な外©ツ万ィ j T ンを使周ずると A 
霜が超禁^され発火するおそれが鼓策ず: 


1孩〇タイブ 

(盛もがつ〇 


18-8 

1泻 -1Q タイブ 

(廳石がつかな し、 0 


〇 底の厚'さが1巧巧を超えると 
が]が弱くなりま！ 


巧巧蓝麗つ奇イバン，離を'ご使用くたでい。 


灌契フうイパン 

品皂：ソライパン聖式：106865 


底に反りや擲のある影號 


廢がまるいお蛾 


反りや聴が： 

〇 3 mm 松下 反りや挪ぜ 
扔に•銅は iU 3 mm 拟で 
1 miritlT) i 


質誦炊鑛 

類 錦底巧径が 1篡〜20ごの、 底の厚さ 1思 mmlU 上のも® 
敏鑛 底が平 5 なもの{銅底の凹凸银りや歸 ） 1 巧巧な巧 
«ホ…己■-綱は篤げつきやすく、使用できません。 


置動炊®推藥鍋 

品名：画手麵型式：1 n 6 G 87 


A 酒韻.ゾ 


ご購入巧隙は、お買い上げの顧売店にご相談< ださい 


が5ス•潑磁器はミ攝など) 

直論齡誦礙 

/' 屬 T 邮またお题盾剛邮巧/'||| 
\iH で性えると表吊しているち郎節 J 


底が平ろな形献 



平らな窗の直 i 平日な底の直 

〇 程〜郎なリ！ 一^ 络12〜郎 cm 
郎说 巧もの 

(乃しミ•報は枠まトタ-は 
1召〜ぷ贷 Gm ) ： 12〜2日打の） 


自動調理(灑わかし賊敏には、おず賴 H 邮または i '® EW 邮 
巧巧觸で次のをのを使尾してください。 

*7 ML ぶ‘離錦は J 更えません。 

富動邏わかし 

龜錦 底の壁が 15 〜 23ご巧 巧を巧 
鑽 鍋底が平らなもの（銅底の凹凸银りや願） 1 mm たえ下） 


質動瀑わかし摧奨タト J レ 
品名：ケ h ル聖式：106346 


為蠻な 


談•鉄謗嘟*錄武" ™G— 


巧屬®天ぷ5麵ながを使用すると、 
火災の原騒になり泉す。 


游おと…夕…に!ま、銷騷恶人製請 S を礙裳の， CJ 日岡，またなし J 盾閒。 D 閒，可…クのがいた銷をおすす被し泉す。 

(鍋の説昭書をよくお読みにな 0 S に遣した火力で使用ずるなど正し < まを片お使いくだごい。） 

I •‘： S ‘ホ…护綱[，强を愤うと苗ま、空辟をしたり、焦げつかお . 

な L なう!こを慧にくださし'1。{トツフフレ…巧驅する原® . 


U 

m 


m 

I 據 



多濯謂 


ステンレス 
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就」避護盤護量覺戀 」^M 

i ■ '- ■■- ’ Lw 



@ 


〇 

@ 

@ 


鑛認ず麵に水縱 SOOrr ! し）巷又も 
お氏„夕…錢中架に靈く 


mm\ 

巧化 


を r ピッ J と鶏蹇素で摔 i^v 


靈源を乂れる巧:/:?が織 ib 素ず） 画屋^諭誦遞圓 


111 i 絮禪し解突と…夕…巧場怠お損諸;灌禪ず) 

:ツ您霖 jy e な續 


胃を約1戳禪 U 通電ずる 


―巧琴弊 

炎力表をを見る 


疆認び操 b つたら 

® を舞し、通覇を切る 

® 


統けて債わないと寒は 


ill ............. 语葬し*電源を巧る 

、 . {ちンプがミ資好む常す) 


發®を押してか5•ふ; I を挥してを通體で立まず。 


使え覆鍋!ま 

火为バ…が点巧し、加熱がスタ… h しまを; 


ン .1 く力八-* 


巧 ■： 

旨甲度11_3 

パ-*」 


薇器ない麵 i ま表示部が赤に変わ D 、 次为 
バ《»が交皂に黒なし fmrnmi を蒙示す證。 



||§§14 

麵摇認 j 表示 



■，.....，.，.ホ;.:. . 

目欄 巧 

ま閱まま爱 


銷ごぶが、後につザ…が鳴む、表云が消を、.目動的に通 
fe を停止しま9。 


攀卜がブブレート 0 温度が約 90 1 ; 政下になるまで r 高 
\ 遍注憲 J 表示をしま:す。 

> :: • : . >: くく。 • 片 ; 片。。 •: 片。 •:|>;|; 。 | 片 ^ /TK/M J 

S 證瑶 1 文〜ーバ '-• 
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镶える鍋など超準傭する 


























































































































































































































左•を•中央と…夕…、才…ブン則司時に薇潑で迭泉ず。 

鑛合計のミ肖*叢力が円. 8 kW えたは4.泻 k 祁（設置時に設定） 
([巧で使隔で巧まず。 

發ち~ちヒ…*夕…*で同轉に揚げものは镇.弔できません。 

蠻左ヒータ…、才™ブン巧同時使用詩な左ヒ…夕一巧嚴大 
义力が rs.j g 盛ホでち動的に下がります。 

敏と•ータ…使用轉に错のと•ータ…を使兒した鹽、「ピピピッ」 
とブザ…が贈ってキ…*が受け巧けない場合は.ヒ夕…^ 
の合計'爾力だ己. 8 kW なたは4,8 kVV ) を題えますので、 
•蚀の卜_こ…夕…の V な!を下ばでから使用してください。 




を，名，中央 k ： …夕… 

み 中央と…夕…定)タヴ J は 
巧」來でです。 


火为© 
圏安 






才ーブン す…ブンは1，円 kVV 。 




潑と…夕…の使罚偃数. X 力にぶっては出力が制限され速ず。 

i 卜 am み on 卜 ITO 々〜 

； 乂力 — i i I XT ：' i 2 

欠か 2 X え] 11 

お力 7 I 次力] 9 

火力 \ very 7 

火力己 S 火ち1日 

—— \ ぶ力11 


出唉卜 w 々〜 


:載、 


ち， 8 kW 證定轉 


火力 y 
.火力 3 
.火力 3 
火* Q 


入 

… 责 … 



: 夕 r 卜〜夕 … 

もピ … ッ … 

i 呼奥 b … 夕 … 

^ — パ f ン ： 

1 火力 Q 

媒 j ; ご 1 — — < 

: 火;わ 12 

成力 9 i —— ;—— E 

i 义力民 

父力 11 

i か力 3 \ 

""" 1 

i 火が！ 

义力 5 

\ 乂力 9 \ 


1 が力 5 1 

X 力 7 

\ 火力 3 \ 

.A. 1 

i .火力 Q 

— 

\ 火力 3 \ 

.A. 1 


4ぶ kW 設定轉 




1 、、、 ， • *••，*•■»，*■*，*，.’ •. V パ,.,"*，*••，*■%，*■*，*，*••，*•*，*，*，*，•■%，*•*■*，*、、 

ミミ ; V . 殺、常’;-:ミ：た;;:^^^;装鑛 

: '-卜.がかおか:.-;.戊■，冉巧がが度货戊:;技 

ミ;;$:：：^：^^；:^*ふ痛撒おお:^^装装装深‘ 

，ご,ごごぐ,ぐ W ご,,,がごぐ,,ごご,,ぐ W ご,,,ぐぐごぐ,, WN ぐ, N 心; 


難殺類^^^^^^^^^^ 

. 挪:::細獨巧巧撇 SSSftSSSSSSSSSSSSSftiWSSSftiWSSSSSSfSft 

. 

ご„,ごごぐ,,ご NWW ぐ,ご,ごご,,ご,,，ぐご,,ご,,ぐご,,，三 


黛使用早、使用後しな 5 くは本袜内部の逼農-卜.昇を抑えるたあに冷骑ファンを®作ごせます。冷却ファンが勤作する 
と、頸•排気カバ…政界に建销の周回か S も覇が少しおまずが異幫でおおりません。 
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